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○発災直後より現地に入っている、日本医師会救急災害委員会委員兼日医総研客員研

究員から、以下のような報告がありました。 
「治療困難となった入院患者の移動などは熊本県内外の病院の協力で行われていま

す。また、重症患者や避難所では、様態が悪化する可能性のある患者の搬送も行い

ました。避難所でばらつきはありますが、徐々に医療支援や見回りが始まっていま

す。来週から本格的な動きが出てくるとのことです。400回を超える余震が続いて
いるため、電気・水道などのインフラの復旧が決定的に遅れています。住宅の復旧

もできないため、避難所生活は長期化する見通しです。」 
 
○JMATカードは、災害時に避難所などで医療支援に入った場合、簡易カルテが用意
されていれば、カルテ記載で次の JMATチームに情報連携を行いますが、カルテが
ない場合、または大雑把な避難所の見回りや健康支援の際に気になる被災者に手渡

し、次の JMAT に情報連携をするためのものです。赤のカード(要治療）、黄色カ
ード(要注意)、白色のカード（要観察）の 3 種類があります（下記に例示する画像
は、東日本大震災の際に使用したもので、今回用意するものとは表記が若干異なり

ます）。 
 

    

     （要治療：赤）             （要注意：黄） 

 
     （要観察：白） 
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